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研究分野 臨床⻭科医学（⻭科保存学）、⻭科衛⽣教育学、⻭科医学教育
学位 ⻭学⼠、⻭学博⼠
学歴 1990年東京⻭科⼤学⼤学院⻭学研究科⻭科保存学専攻修了

氏名 吉田 隆 部署 健康開発学科(口腔) 職名 教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴
1990年東京⻭科⼤学助⼿、2000年東京⻭科⼤学講師、2000年埼⽟県⽴⼤学短期⼤学部講師、2005年埼⽟県⽴⼤学助
教授(後に准教授)、2011年埼⽟県⽴⼤学教授

所属学会（役職）
⽇本⻭科保存学会(評議員)、⽇本⻭科医学教育学会(代議員)、⽇本⻭周病学会、⽇本⻭科医療管理学会、⽇本⻭科衛⽣
教育学会、東京⻭科⼤学学会

１．研究業績
（１）著作

該当なし
（２）論文

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

該当なし
（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

（４）その他

無記名式質問紙を⽤いた⻭科衛⽣⼠養成
教育に関する国⺠の意識調査

共同
第40回⽇本⻭科医学教育学
会総会および学術⼤会、東
京(Web開催)

○吉田 隆、佐古 亮、栁澤 伸彰、杉
⼾ 博記、有泉 祐吾、古澤 成博

2021.11〜12

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月
該当なし

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

臨床⻭科医学総論 〇 8
口腔保健科学の⻭科臨床導⼊科目として、初⼼者に理解しやすいよう⼼
掛けた。

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

保存系⻭科学Ⅱ 〇 16
本科目では⻭髄や根端性⻭周疾患などに関わる病変と処置法などの⻭内
療法学について解説した。実際の⻭科臨床現場での症例等も混じえなが
ら、学⽣の理解度を高めるよう工夫して行った。

保存系⻭科学Ⅰ 〇 16
保存修復学について教授した。⽇進月歩の⻭科材料に対応すべく、なる
べく最新の保存修復学となるように⼼がけるとともに、修復学の沿革の
観点から、現在ではほとんど使⽤されない修復法についても教授した。

チーム⻭科医療学Ⅲ
(カリキュラム2019)

〇 14

本科目の履修直後から臨地･臨床実習が始まる。実習施設での理解を深
めるため、本科目では「社会保険学」、「病院における連携医療(周術
期口腔機能管理)」、「チーム⻭科医療の最新情報」について教授して
いる。その中で「社会保険学」と学外実習中指導ならびに事後指導の部
分を担当した。

保存系⻭科学Ⅲ 〇 16
⻭科衛⽣⼠の予防処置業務と密接な関連がある⻭周療法学を主とする本
科目では、⻭科衛⽣⼠が⻭科臨床の⻭周治療とどの様に関わり実践でき
るかに重点をおいて解説した。
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臨地･臨床実習Ⅳ 〇 2021.4〜2021.12
今年度本科目は新型コロナウィルスの影響により、対面での実習は出来
なかった。そのためオンデマンドやオンラインを利⽤した授業を行っ
た。

チーム⻭科医療学Ⅱ
(カリキュラム2019)

〇 24
臨床実習の前段階として、実際の臨床で行う⻭科診療補助に関する実習
を行った。しかしながら限られた時間数のため、数多い診療補助項目の
中から代表的なものに限られた。

臨地･臨床実習Ⅰ
(カリキュラム2019)

〇 2021.10〜2022.4

3年次における実習前の学内ガイダンスや実習先での学⽣指導引率を
行った。また登校⽇には、学内でのカンファレンスを担当した。なお今
年度は新型コロナウイルスの影響により、本科目は一部の実習施設実習
を他の実習に代替した。

臨地･臨床実習Ⅲ 〇 2021.4〜2021.7

今年度本科目は新型コロナウィルスの影響により、学外実習施設での実
習は一部しか出来なかった。そのため施設での実習ができなかった内容
に関しては、代替実習としてオンデマンドやオンラインを利⽤した授業
を専攻教員で分担した。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間
学内実習：コマ数

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

臨地･臨床実習Ⅴ 〇 2021.4〜2021.11
今年度は新型コロナウィルスの影響もあったが、学外実習施設での実習
は規模を縮小して実施した。そのため代替実習として、オンデマンドや
オンラインを利⽤した授業を専攻教員で分担した。

ヒューマンケア体験実習 2021.9.
今年度本科目は新型コロナウィルスの影響により、学外実習施設での実
習は出来なかった。そのため代替実習として、オンラインを利⽤した実
習を実施し担当した。

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）
該当なし

卒業論文 2021.4〜2022.3 主指導 3名 副指導 名
（５）その他

特定非営利活動法人⽇本⻭科保存学会学術⽤語委員会 幹事 2021.4〜現在
特定非営利活動法人⽇本⻭科保存学会 評議員 2015.6〜現在

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

全国⼤学⻭科衛⽣⼠教育協議会編集委員会 委員⻑ 2021.4〜現在
全国⼤学⻭科衛⽣⼠教育協議会教育･研究連絡委員会 委員 2008.4〜現在
東京⻭科⼤学⽔道橋病院⻭科臨床研修医管理委員会 外部有識者委員 2006.4〜現在

全国⼤学⻭科衛⽣⼠教育協議会 理事 2011.4〜現在

該当なし

一般社団法人⽇本⻭科医学教育学会 代議員 2019.7〜現在
（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

５．学内運営
項目 内容 期間

該当なし

（４）その他
項目 相⼿方等 内容 期間

全学的委員会及びセンター業務等 健康開発学科口腔保健科学専攻専攻⻑ 2015.4〜現在
全学的委員会及びセンター業務等 口腔保健科学専門科目担当者会会⻑ 2014.4〜現在
全学的委員会及びセンター業務等 教務委員会(副委員⻑) 2019.4〜現在
⼤学広報活動 ZOOMオープンキャンパス担当 2021.6

該当なし

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月
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学⽣支援 就職支援活動 2021.4〜2022.3
６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

学⽣支援 学⽣⽣活の指導 2021.4〜2022.3

該当なし
８．特記事項

⽇本⻭科保存学会保存治療専門医、⽇本⻭科保存学会保存治療指導医、⻭科医師臨床研修指導医、東京⻭科⼤学⽔道橋病院臨床准教授

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月


